
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
は
竺
道
生
の
撰
す
る
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。
道
生
は
鳩
摩
羅
什
門
下
の
中
で
も
四
哲
の
一
人
と
称
せ
ら
れ
た
人
物

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
高
僧
伝
』
は
、
道
生
は
慧
解
入
し
微
玄
構
文
外
毎
恐
二
言
舛
一
と
な
し
て
お
り
、
『
出
三
蔵
記
集
』
の
中
で
は
、
こ

の
道
生
の
別
伝
を
記
し
、
道
生
は
彰
城
の
人
で

生
幼
而
頴
慧
聡
悟
若
神
。
其
父
知
レ
非
二
凡
器
一
。
愛
而
異
し
之
。
子
時
法
太
道
人
徳
業
弘
議
乃
携
以
帰
。
依
遂
改
レ
服
受
学
。
既
践
二
法

門
一
俊
思
卓
抜
ｏ
披
二
読
経
文
二
覧
能
調
。
研
二
味
句
義
一
即
自
解
説
。
…
…
初
住
二
竜
光
寺
一
・
下
し
帷
専
業
。
隆
安
中
移
二
入
臓
山
精
舎
一
。

幽
棲
七
年
以
求
二
其
志
一
。
常
以
為
二
入
道
之
要
一
慧
解
為
し
本
。
故
讃
二
仰
群
経
一
解
二
酌
雑
論
一
。
万
里
随
し
法
不
レ
揮
二
嶮
遠
一
。
遂
与
二
始
興

で
）

慧
叡
東
安
慧
厳
道
場
慧
観
一
。
同
性
二
長
安
一
従
一
羅
什
一
受
学
。

で
あ
っ
た
と
な
し
て
い
る
。
幼
少
の
時
か
ら
優
れ
て
い
た
た
め
、
釈
道
安
の
門
下
の
竺
法
太
の
門
人
と
な
り
、
後
に
竜
光
寺
、
臓
山
を
へ

て
長
安
で
鳩
摩
羅
什
の
門
下
に
投
じ
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
道
生
は
、
義
煕
五
年
（
四
○
九
）
建
康
に
帰
り
、
善
不
受
報
と
頓
悟
義
を
説
い
て
、
『
大
浬
薬
経
』
を
講
じ
た
が
、
こ
の
頃
未

だ
こ
の
経
典
が
こ
の
地
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
諸
師
は
こ
れ
を
背
経
の
邪
説
と
し
て
容
れ
ず
、
か
え
っ
て
道
生
は
排
折
せ

ら
れ
て
、
腫
山
に
移
り
、
こ
こ
で
『
大
浬
藥
経
』
を
識
じ

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信

1

望

月

海
淑
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仏
教
を
判
釈
し
て
、
更
に

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
２
）

観
聴
之
衆
莫
レ
不
二
悟
説
一
。
法
席
将
畢
。

の
時
、
端
坐
正
容
の
ま
ま
た
ち
ま
ち
に
机
に
よ
っ
た
ま
ま
卒
し
た
と
い
う
。
元
嘉
十
一
年
（
四
三
四
）
十
月
と
伝
え
ら
れ
る
ｏ
し
か
し

て
、
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
は
そ
の
冒
頭
に
お
い
て

余
少
預
二
講
末
一
。
而
偶
好
二
玄
口
一
。
倶
二
文
義
富
博
一
。
事
理
兼
遼
。
既
識
し
非
二
芥
石
一
。
難
し
可
二
永
紀
一
。
靭
於
二
講
日
一
。
疏
二
録
所
聞
一
。

す
）

述
二
記
先
言
一
。
其
猶
鼓
レ
生
。
又
以
二
元
嘉
九
年
春
之
三
月
一
。
於
二
慮
山
東
林
精
舎
一
。
又
治
二
定
之
一
。
加
採
二
訪
衆
本
一
具
成
二
一
巻
一

と
な
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
の
撰
述
は
道
生
が
入
寂
す
る
二
年
半
ば
か
り
前
の
こ
と
に
な
る
。
し
て
染
る
と
、
鳩
摩
羅
什
の
門
下
と
し

て
訳
場
に
つ
ら
な
っ
た
道
生
は
、
そ
の
折
の
羅
什
の
講
ず
る
と
こ
ろ
を
筆
録
し
て
お
き
、
晩
年
、
盧
山
に
お
い
て
こ
れ
に
他
の
人
の
筆
録

し
た
も
の
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
書
を
撰
述
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

『
妙
法
蓮
華
経
』
は
鳩
摩
羅
什
の
訳
出
に
な
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
が
、
羅
什
の
手
に
な
る
注
釈
書
が
遺
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
羅

什
門
下
の
手
に
な
る
注
釈
書
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
、
竺
道
生
の
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
は
貴
重
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
『
高
僧
伝
』
は
羅
什
門
下
の
手
に
な
る
注
釈
書
と
し
て
、
曇
影
の
『
法
華
義
疏
』
四
巻
、
道
融
の
『
法
華
義

疏
』
、
慧
観
の
『
法
華
宗
要
』
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
『
法
華
文
句
』
は
、
僧
叡
が
法
華
経
を
講
じ
て
九
轍
の
説
を
説
い
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
名
字
或
は
序
の
象
で
原
本
は
今
に
伝
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
て
、
そ
の
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
は
、
善
浄
法
輪
、
方
便
法
輪
、
真
実
法
輪
、
無
余
法
輪
の
四
種
法
輪
を
も
っ
て
、
釈
尊
一
代
の

此
経
以
二
大
乗
一
為
し
宗
。
大
乗
者
。
謂
平
等
大
慧
。
始
二
於
一
善
一
。
終
乎
極
慧
是
也
。
平
等
者
。
謂
理
無
二
異
趣
一
。
同
帰
二
一
極
一
也
。

（
凸
的
）

大
慧
者
。
就
レ
終
為
し
称
耳
。
若
統
二
論
始
末
一
者
。
一
豪
之
善
皆
是
也
。

（“）



四
種
法
輪
の
教
判
は
、
竜
》

（
巨
哩
）

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
は
法
華
経
一
経
を
三
段
に
わ
か
つ
一
経
三
段
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

第
一
段
は
序
品
か
ら
安
楽
行
品
ま
で
の
十
三
品
で
、
三
因
を
明
し
一
因
と
な
し
た
も
の

第
二
段
は
従
地
調
出
品
か
ら
属
累
品
ま
で
の
八
品
で
、
三
果
を
弁
え
た
も
の

（
６
）

第
三
段
は
薬
王
菩
薩
本
事
品
か
ら
普
賢
菩
薩
勧
発
品
ま
で
の
六
品
で
、
三
人
に
均
し
て
一
人
と
な
し
た
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
経
を
因
・
果
・
人
の
三
段
に
わ
か
っ
て
、
蕩
二
其
封
異
之
清
一
浪
二
其
分
流
之
滞
一
し
た
も
の
で
、
大
乗
一
実
に

帰
一
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
蛇
足
な
が
ら
、
こ
の
時
の
法
華
経
が
二
十
七
品
本
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

尚
、
こ
の
一
経
三
段
に
関
し
て
は
、
こ
の
書
の
内
容
に
お
い
て
詳
説
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
図
示
し
た
も
の
が
塩
田
博
士

（
フ
０
）

の
著
書
に
見
ら
れ
る
。

と
し
て
、
法
華
経
は
大
乗
で
あ
り
、
常
住
の
妙
旨
、
平
等
大
慧
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
塩
田
義
遜
博
士
に
よ
る
と
、
こ
の

四
種
法
輪
の
教
判
は
、
竜
樹
の
大
小
二
教
判
を
法
華
の
文
に
依
て
四
種
に
分
っ
た
も
の
で
、
法
華
一
経
中
心
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
教
判
で

〔
註
〕

（
１
《
）

（
の
必
）

（
匂
》
）

（
刈
任
）

（
眞
迎
）

（
《
。
）

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

大
正
・
五
五
・
二
○
下

同
・
同
・
二
一
上

卍
続
・
二
・
三
九
六
左
下

同
・
二
九
六
下

塩
田
義
遜
。
『
法
華
教
学

卍
続
・
二
・
三
九
七
右
上

・
二
九
六
下
・
七
上

『
法
華
教
学
史
の
研
究
』

二
七
’
一
二
○

（術）



Ｔ
）

『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
（
『
法
花
経
疏
』
）
は
法
華
経
の
序
品
の
冒
頭
の
言
葉
で
あ
る
「
与
大
比
丘
衆
」
を
釈
し
て

若
聞
而
独
。
由
亦
難
し
信
。
縦
使
我
等
及
凡
。
未
下
勉
於
独
。
明
中
共
聞
之
人
上
。
皆
是
我
上
。
挙
以
証
し
経
。
比
丘
者
。
破
悪
之
通
称
也
。

？
）

所
以
先
烈
二
声
聞
後
菩
薩
一
者
。
斯
則
内
外
之
異
。
内
則
有
し
局
。
外
無
し
方
。
故
宜
爾
也
。
亦
表
二
仏
化
一
。

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
同
疏
は
「
如
是
我
聞
」
の
我
聞
に
つ
い
て
ふ
れ
た
中
で
、
将
し
欲
し
伝
し
之
し
於
一
耒

聞
一
。
若
有
レ
言
而
不
し
伝
。
便
是
従
レ
説
。
不
レ
在
一
能
説
一
…
…
と
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
の
説
示
を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
は
未

聞
の
も
の
に
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
で
は
我
を
廃
し
聞
に
従
い
、
聞
は
釈
尊
よ
り
来
た
り
已

（
④
。
）

心
に
非
ざ
る
を
明
出
す
る
、
も
の
で
な
け
れ
ば
な
な
ら
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
釈
尊
の
言
葉
を
聞
く
と
い
う

こ
と
は
、
素
直
で
ひ
た
す
ら
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
同
時
に
、
そ
れ
を
他
の
人
に
伝
え
る
と

い
う
働
き
か
け
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

聞
法
の
方
に
そ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
が
あ
る
な
ら
ば
、
釈
尊
が
教
え
を
説
く
こ
と
の
方
に
も
そ
の
よ
う
な
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
華
経
は
そ
の
対
告
衆
と
し
て
大
比
丘
衆
を
挙
げ
、
菩
薩
を
上
げ
、
バ
ラ
モ
ン
の
神
々
か
ら
神
話
上
の
神
々
、
阿
閣
世
王
諺
蔵
厨
綴
司
匡

ま
で
も
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
一
人
の
た
め
に
の
ぷ
説
か
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
り

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
７
）
塩
田
義
遜
。
『
法
華
教
学
史
の
研
究
』
一
二
四
’
五

尚
、
道
生
に
関
し
て
は
、
横
超
慧
日
『
法
華
思
想
の
研
究
』
一
二
’
二
三
○
に
詳
し
い
論
説
が
あ
る
。

2
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そ
れ
故
に
こ
そ
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
聞
而
独
由
亦
難
信
と
い
わ
れ
る
所
以
と
思
わ
れ
る
。
し
て
ゑ
る
と
、
こ

こ
で
語
り
出
さ
れ
る
難
信
の
信
は
梵
語
の
吟
画
＆
昏
倒
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
『
法
花
経
疏
』
は
序
品
に
関
す
る
注
釈
と
し
て
、
此
土
・
他
土
の
六
瑞
に
関
し
、
文
殊
師
利
冨
凰
旨
圏
が
弥
勒
冨
凰
司
亀
画

（
△
筈
）

に
語
っ
た
「
如
我
惟
付
」
の
言
葉
の
中
に
信
へ
の
言
及
を
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
文
殊
師
利
が
如
我
惟
付
と
語
っ
た
の
は
、
玄
理
幽
淵
で
自
非
三
証
し
窮
一
深
理
一
で
あ
る
か
ら
と
し
て

（
Ｒ
ｕ
）

於
二
文
殊
一
尚
惟
付
者
。
明
二
了
必
在
Ｐ
仏
。
差
敦
二
信
情
一
也

と
し
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
殊
師
利
が
過
去
の
諸
仏
の
古
事
に
よ
っ
て
、
今
尹
釈
尊
が
法
華
経
を
説
く
だ
ろ
う
と
推
測

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
推
測
が
単
な
る
憶
測
で
な
い
こ
と
は
法
華
経
が
説
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
う
け
て
『
法
花
経
疏
』

は
、
明
了
必
在
仏
と
し
、
情
を
敦
信
す
る
と
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
て
ゑ
る
と
こ
こ
で
の
信
は
明
了
必
在
仏
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
も
ま
た
腎
且
Ｑ
潭
四
に
あ
た
る
信
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

方
便
品
は
諸
仏
の
智
慧
は
甚
深
無
鐙
、
難
解
難
入
で
、
一
切
の
声
聞
辞
支
仏
の
知
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
所
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
、
そ
の

理
由
を
説
明
し
て
、
仏
は
過
去
に
無
数
の
諸
仏
に
親
近
し
、
道
法
を
行
じ
勇
猛
精
進
し
、
名
称
普
聞
で
甚
深
未
曽
有
の
法
を
成
就
し
随
宜

（
侭
Ｕ
）

の
所
説
で
あ
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
法
花
経
疏
』
は
、
三
乗
は
皆
権
に
し
て
大
乗
は
乖
か
ず
、
大
な
る
ゆ
え
ん
な
り

と
し
、
故
に
所
不
能
知
と
は
い
わ
ず
、
二
乗
は
正
し
く
大
致
に
反
す
る
か
ら
不
知
と
言
う
の
だ
と
し
て

所
以
者
何
至
二
未
曽
有
法
一
。
若
不
レ
明
所
以
。
豈
能
信
し
之
。
必
須
一
重
釈
積
行
一
如
レ
此
。
所
得
造
極
。
為
二
未
曽
有
一
。
可
し
非
し
量
者
。

と
注
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
意
趣
難
解
の
法
華
経
の
教
え
は
、
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

？
）

合
二
智
慧
一
句
。
此
以
レ
因
釈
し
果
・

（〃）



と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
法
は
解
し
難
し
と
す
る
の
を
う
け
た
も
の
で
、
八
住
以
上
の
も
の
は
信
力
堅
固
だ
か
ら
釈
尊
に
よ
る
法
華

経
の
一
乗
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
除
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
は
、
梵
文
法
華
経
で
は

（
ｎ
コ
）

自
冒
苛
画
頁
乱
冨
閻
騨
箭
ｇ
苫
且
寓
目
烏
菌
冒
稲
の
昏
涛
鼻

の
訳
で
あ
る
か
ら
、
信
力
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
且
匡
日
〔
房
蝕
で
あ
る
。
『
法
花
経
疏
』
の
使
人
崇
信
の
信
は
、
法
華
経
の
「
於
仏
所
説

法
当
生
大
信
力
」
を
う
け
た
も
の
と
思
わ
れ
、
梵
文
法
華
経
は
こ
の
信
力
を
生
ぜ
よ
を
、
四
号
目
屋
冨
‐
の
眉
己
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
画
匡
と
な
し

（
加
）

て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
も
且
寓
目
匡
冨
一
の
語
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
信
力
堅
固
者
は
能
得
解
だ
と
す
る
法
華
経
の

説
示
の
展
開
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
の
信
は
ひ
た
す
ら
信
ぜ
よ
と
の
意
で
は
な
く
て
、
釈
尊
の
教
え
を
し
か
と
把
握
し
信
解
し
待
た
境
地

を
確
立
す
る
こ
と
で
、
解
に
通
ず
る
意
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
且
冨
昌
烏
建
が
ふ
さ
わ
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
更
に
五
千
起
去
に
関
連
し
て
、
こ
の
五
千
人
の
退
去
を
示
す
は
、
真
偽
の
別
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
こ
で
の

真
偽
は
自
ら
判
じ
う
る
こ
と
だ
と
し
て

（
、
）

若
増
上
慢
人
。
不
し
預
一
嘉
会
一
者
。
時
情
慶
至
。
自
鞭
信
悟
実
。

と
な
し
て
い
る
。
鞭
の
文
字
に
は
、
か
た
い
と
い
う
意
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
鞭
信
悟
は
一
心
に
信
悟
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。

し
か
し
て
、
十
如
是
に
続
い
て
語
ら
れ
る
釈
尊
の
偶
の
中
の
「
除
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
」
の
句
に
関
し
て
は

仏
昔
説
し
三
而
今
言
一
蕪
又
未
道
一
一
。
此
意
難
レ
測
・
測
レ
之
者
寡
。
故
広
列
二
諸
人
一
。
堅
固
者
八
住
以
上
。
唯
其
能
測
三
仏
当
レ
説
一
二

乗
一
・
故
云
レ
除
也
。
二
乗
居
然
不
し
測
・
新
発
意
菩
薩
。
性
解
之
徒
。
不
退
菩
薩
。
初
住
至
二
七
住
一
・
豈
日
不
し
知
し
欲
一
高
美
一
乗
一
・

（
８
）

使
レ
人
崇
信
。
故
云
レ
爾
耳
。

竺
道
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・
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る
。
そ
し
て
『
法
花
経
疏
』
が
こ
の
前
に
お
い
て
、
舎
利
弗
す
で
に
感
勲
に
三
請
す
、
そ
れ
聖
人
が
教
を
設
く
る
に
言
は
必
ず
漸
あ
り
、

悟
は
亦
諾
あ
り
、
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
信
悟
は
信
と
悟
と
い
う
二
つ
の
事
柄
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
法
華
経
は
舎
利
弗
が
釈

尊
に
む
か
っ
て
敬
信
野
四
＆
園
し
ま
す
と
の
言
葉
を
、
三
度
語
っ
た
後
に
お
い
て
こ
の
部
分
に
関
す
る
こ
と
を
語
り
出
す
と
の
展
開
を

（
塑
）

示
し
て
い
る
の
で
、
道
生
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
信
悟
の
信
は
脅
四
＆
園
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
、
五
濁
の
悪
世
に
関
し
て
、
仏
は
自
ら
三
教
（
乗
）
を
設
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
衆
生
が
微
濁
に
よ
り
一
悟
し
が
た

い
が
た
め
に
三
乗
を
説
い
た
の
だ
と
し
て

（
皿
）

於
二
一
仏
乗
一
。
分
別
説
し
三
・
仏
以
二
濁
世
人
一
無
二
大
志
一
。
而
所
二
以
仏
理
幽
遠
一
。
不
し
能
し
信
し
之
。
抑
二
使
近
人
一
。
作
二
三
乗
教
一
耳
。

し
、
更
に
、
三
を
説
く
と
い
え
ど
も
恒
に
是
れ
一
を
説
く
、
一
人
の
身
に
於
て
仏
を
得
る
、
豈
近
人
を
抑
使
せ
ず
、
と
の
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
濁
世
の
人
た
ち
に
は
大
志
が
な
い
上
に
仏
理
は
幽
遠
な
の
で
信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
分
別
説
三
し
た
だ
け
で
、
実
は
恒
に

一
乗
を
説
く
の
だ
と
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
で
の
信
は
そ
の
よ
う
な
理
を
信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。
妙
法

華
経
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
を

と
し
、
梵
文
法
華
経
は

（
Ｍ
）

自
謂
二
阿
羅
漢
鮮
支
仏
一
者
。
不
し
聞
中
不
し
知
下
諸
仏
如
来
但
教
二
化
菩
薩
一
事
上
。
此
非
二
仏
弟
子
一
。
非
二
阿
羅
漢
一
。
非
二
畔
支
仏
一
。

］
の
降
画
ぐ
ぃ
丙
倒
四
則
医
画
冒
計
画
毎
回
Ｈ
ｇ
罠
①
宍
画
ぴ
巨
○
・
彦
凹
ぐ
野
旨
脚
ご
丙
吋
ご
倒
昌
冨
舜
唇
画
ぬ
い
国
“
昌
画
ず
屋
Ｑ
Ｑ
彦
画
０
昌
鼬
ご
画
１
ｍ
ｍ
目
”
・
画
ロ
画
ご
画
目
自
画

１

恥
旬
恒
ぐ
ぃ
口
感
口
呼
ぐ
ぃ
含
画
Ｈ
四
口
ご
ロ
”
ぐ
画
ず
巨
旦
豈
望
四
口
感
口
四
庁
①
の
四
吋
言
巨
舜
門
口
計
画
計
昏
幽
碩
四
含
画
の
望
画
の
吋
凶
ぐ
由
宍
”
ぐ
①
島
庁
脚
ぐ
望
働
口
函
石
黒
画
Ｈ
彦
画
ロ
庁
。

（
躯
）

ロ
四
℃
一
口
尉
画
詩
望
①
丙
画
ワ
巨
旦
・
毒
働
く
の
Ｑ
詳
凹
ぐ
望
倒
苛

み
●

（
声
聞
・
阿
羅
漢
・
畔
支
仏
た
ち
で
、
ブ
ッ
ダ
の
乗
物
を
示
す
如
来
の
行
い
を
聞
か
ず
、
理
解
せ
ず
、
覚
ら
な
い
も
の
が
い
る
、
舎
利

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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蓮
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経
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に
お
け
る
信
（
望
月
）

弗
ょ
、
彼
等
は
如
来
の
声
聞
で
は
な
い
と
知
る
べ
き
で
、
阿
羅
漢
で
も
な
く
、
畔
支
仏
で
も
な
い
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
）

と
な
し
て
い
て
、
聞
か
ず
理
解
せ
ず
悟
ら
な
い
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
法
花
経
疏
』
が
示
し
て
い
る
不
能
信
之
の
信
に
あ
て

は
ま
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
す
ぐ
後
に
お
い
て
妙
法
華
経
は
阿
羅
漢
の
も
の
で
若
不
レ
信
二
此
法
一
。
無
し
有
二
是
処
一
と
の

（
躯
）

べ
、
梵
文
法
華
経
は
冒
圓
号
閏
自
営
野
貝
乱
自
画
野
且
号
且
ご
騨
降
冨
冨
昏
乱
（
こ
の
法
門
を
聞
い
て
信
じ
な
し
と
し
て

信
降
且
農
凶
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
開
で
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
釈
尊
の
教
え
は
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
を
強
張
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
が
、
逆
に
濁
世
の
人
に
と
っ
て
は
信
を
強
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
に
信
じ
に
く
い
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
妙

法
華
経
の
除
二
仏
滅
度
後
現
前
無
Ｐ
仏
の
句
に
つ
い
て
道
生
は

（
灯
）

二
聖
之
間
。
既
無
二
聖
主
一
。
容
可
レ
不
し
信
。
若
仏
在
者
。
必
信
無
し
疑
。
密
牽
時
人
。
及
仏
現
在
。
何
可
レ
不
し
信
。

と
の
べ
て
、
信
が
仏
に
相
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仏
に
対
す
る
信
、
そ
れ
は
野
四
目
毒
画
と
し
て
の
信
で
あ
ろ
う
。

響
嶮
品
は
釈
尊
が
舎
利
弗
に
む
か
っ
て
、
我
今
還
欲
し
令
三
汝
憶
二
念
本
願
所
行
道
一
故
。
為
二
諸
声
聞
一
説
三
是
大
乗
経
ｏ
名
二
妙
法
蓮
華
教

（
岨
）

菩
薩
法
仏
所
護
念
一
。
と
語
っ
て
、
更
に
唯
有
一
仏
乗
無
二
亦
無
三
の
義
を
示
さ
ん
と
し
て
三
車
火
宅
の
瞼
を
語
っ
て
い
る
が
、
等
一
の

大
車
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
法
花
経
疏
』
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
ｏ

各
賜
二
諸
子
等
一
大
車
一
・
由
し
索
二
得
説
し
三
是
一
理
一
。
理
筍
無
し
三
。
今
与
二
其
一
一
。
一
是
未
レ
知
為
し
与
。
非
二
始
与
一
也
。
本
已
解
無
。

（
贈
）

豈
更
仮
説
哉
。
託
二
以
レ
悟
諸
不
達
一
耳
。
所
以
託
し
之
。
良
由
二
人
情
一
信
し
我
。

こ
の
等
一
の
大
車
（
大
白
牛
車
）
に
つ
い
て
道
生
は
、
衆
宝
で
荘
厳
さ
れ
て
い
る
の
は
大
乗
の
妙
理
の
秀
れ
た
さ
ま
を
表
す
の
だ
と
し
て

衆
宝
は
八
万
四
千
波
羅
密
を
、
棚
楯
は
陀
羅
尼
を
、
懸
鈴
は
四
弁
を
、
憾
釜
は
慈
悲
を
喰
え
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
承

る
と
、
等
一
の
大
車
は
釈
尊
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
最
高
の
も
の
で
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
理
筍
無
し
三
と

（”）



称
し
、
由
二
人
情
一
信
し
我
と
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
仏
乗
が
説
か
れ
た
上
は
、
そ
れ
を
説
示
し
た
釈
尊
を
信
じ
そ
の

中
に
ひ
た
す
ら
に
入
り
こ
む
以
外
に
道
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
法
華
経
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
、

誌
凹
寸
司
画
の
四
別
言
巨
庁
吋
脚
署
①
②
画
雰
ぐ
倒
旨
口
画
毎
量
誹
凹
’
一
画
画
望
倒
す
画
ぐ
画
自
画
奇
の
舜
凹
什
彦
画
碩
色
計
抄
切
昌
画
』
◎
宍
ｍ
ｌ
も
詳
匡
Ｈ
ｍ
ず
ず
詠
門
脚
Ｑ
Ｑ
ｍ
Ｑ
置
画
ロ
詐
二

（
そ
の
時
、
舎
利
弗
よ
、
か
の
衆
生
た
ち
の
賢
い
入
念
は
世
間
の
父
で
あ
る
如
来
を
信
じ
る
、
信
じ
て
…
…
）

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
で
の
信
は
野
色
匙
置
倒
の
信
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
等
一
の
大
車
を
与
え
る
と
語
っ
た
後
で
、
蕃
喰
品
は
今
此
三
界
皆
是
我
有
の
思
想
を
語
る
が
、
そ
こ
に
あ
た
る
偶
の
中
で
の
汝
等

（
皿
）

若
能
信
受
是
語
に
つ
い
て
『
法
花
経
疏
』
は

夫
唱
レ
高
必
知
寡
ｏ
理
深
必
信
少
。
前
明
二
一
乗
之
道
一
。
則
旨
二
玄
致
逮
一
。
冥
然
絶
朕
。
近
識
之
徒
。
取
レ
信
良
難
。
自
下
。
明
し
不
し

（
錘
）

可
二
妄
為
し
人
説
一
・
腐
言
篤
席
。
向
方
之
徒
。
安
得
レ
不
三
自
鞭
信
二
悟
之
一
笑
。

と
し
て
い
る
。
こ
の
汝
等
若
能
信
受
是
語
に
対
す
る
梵
文
法
華
経
は

（
麓
）

ぐ
鱒
忌
目
①
冨
日
目
ロ
ｇ
呂
冨
当
習
脚
昌
冨
吋
毎
冒
呉
颪
の
胃
ぐ
曇
愚
ｇ
“
く
ぎ
胃
冒

（
私
は
唯
一
の
仏
乗
を
語
る
、
保
持
し
、
一
切
の
勝
者
と
な
れ
）

と
な
っ
て
お
り
、
妙
法
華
経
よ
り
は
積
極
的
で
あ
る
が
、
信
に
関
す
る
言
及
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
羅
什
の
訳
出
に
使
用
し
た
梵
本
が

も
し
も
現
行
の
梵
本
と
同
一
の
表
現
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
羅
什
は
ロ
胃
毎
ご
画
昏
倒
を
信
受
と
訳
出
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
信
受
は
野
四
邑
闘
で
は
な
い
が
、
仏
乗
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
仏
乗
を
信
ず
る
と
い
う
心
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
か
く
訳
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
て
道
生
は
こ
の
信
受
に
つ
い
て
、
理
深
必
信
少
と
し
、
近
識
之
徒
取
信
良
難
と

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
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画
す
ず
詠
吋
四
口
・
画
旦
苛
詳
ぐ
脚

（
鋤
）

○
画
。
。
◇
。
：
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と
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
者
窮
子
の
職
は
四
大
声
聞
の
会
得
し
た
解
を
表
わ
す
も
の
で
、
解
は
審
で
あ
り
信
解
で
あ
り
、
そ
れ
は

一
仏
乗
の
何
た
る
か
を
明
か
す
も
の
で
も
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
表
其
解
の
一
句
の
解
は
理
解
と
思
わ
れ
易
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
次
に
解
必
是
審
の
一
句
が
あ
る
か
ら
、
解
は
単
な
る
理
解
で
は
あ
り
得
な
い
。
謂
之
信
解
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
と
思
わ
れ
る
。
信
解

品
は
梵
文
法
華
経
に
よ
る
と
凹
号
目
民
《
一
℃
周
一
ぐ
肖
圃
巷
と
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
解
は
正
し
く
信
解
四
号
目
鼻
計
一
を

意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。
一
仏
乗
の
説
示
を
聞
き
歓
喜
を
生
じ
、
到
達
し
得
た
心
の
境
地
、
そ
れ
が
信
解
と
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
長
者
窮
子
の
瞼
の
中
で
、
窮
子
が
長
者
を
見
た
時
の
こ
と
を
法
華
経
は
示
し
て
い
る
。
獅
子
座
に
お
る
父
は
婆
羅
門
等
に
と

り
ま
か
れ
、
真
珠
の
理
路
で
身
を
飾
り
、
吏
民
・
憧
僕
は
白
払
を
も
っ
て
左
右
に
侍
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
注
釈
し
て
、
『
法

花
経
疏
』
は
、
長
者
は
理
為
法
身
で
あ
る
か
ら
無
畏
で
あ
り
、
無
為
に
あ
る
か
ら
宝
机
に
お
り
、
僑
傲
の
婆
羅
門
ら
は
伏
し
て
い
る
の
だ

と
し
、
形
が
無
非
法
で
あ
る
か
ら
法
宝
で
も
っ
て
荘
厳
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
し
て
、
吏
民
・
憧
僕
ら
が
手
に
白
払
を
持
ち
左
右
に
侍
立

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

し
て
、
仏
の
真
実
の
言
葉
・
一
仏
乗
は
信
じ
に
く
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
こ
そ
吟
鼬
＆
厨
の
も
つ
信
の
意
か
と
思
わ
れ

彰
ｏ
◎『

法
花
経
疏
』
は
、
こ
れ
に
つ
い
て

（
理
）

重
明
二
先
三
後
一
之
道
一
・

信
解
品
は
一
仏
乗
の
説
示
を
聞
い
た
四
大
声
聞
ら
が
、
そ
れ
を
領
解
し
て
喜
び
の
心
を
表
白
し
、
長
者
窮
子
の
瞼
を
語
っ
て
い
る
が
、

四
大
声
聞
。
雄
二
因
し
臂
得
彦
悟
。
悟
既
在
し
後
。
迩
以
レ
未
し
審
・
故
自
説
二
窮
子
一
。
以
表
二
其
解
一
。
解
必
是
審
ｏ
謂
之
信
解
ｏ
亦
因
レ
絃

3
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し
て
い
る
の
を

昂
）

奉
一
藪
信
一
手
。
執
一
蕪
漏
慧
払
一
。
義
為
し
侍
二
立
左
右
一
。
払
塵
罵
也
。

だ
と
し
て
い
る
。
白
払
は
無
漏
慧
の
払
だ
と
す
る
か
ら
、
白
払
を
手
に
す
る
人
に
よ
っ
て
侍
さ
れ
て
い
る
人
は
仏
の
こ
と
を
暗
示
す
る
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
奉
教
信
な
る
言
葉
は
仏
に
対
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ぱ
奉
教
信
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
信
は
、

仏
を
信
ず
る
も
の
野
四
＆
彦
画
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

薬
草
喰
品
の
注
釈
に
お
い
て
『
法
花
経
疏
』
は

（
溺
）

四
大
声
聞
。
既
悟
二
於
初
警
一
。
次
自
説
二
信
解
一
。
以
表
レ
悟
。
悟
必
是
審
。
深
領
二
聖
説
先
三
後
一
之
意
一
。

と
冒
頭
に
述
べ
て
い
る
が
、
信
解
品
に
説
か
れ
る
四
大
声
聞
の
言
葉
は
仏
の
一
仏
乗
の
説
示
を
彼
等
が
領
解
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
解
と
は
そ
の
領
解
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
領
解
は
信
解
且
冨
目
色
胃
一

（
幻
）

で
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
信
解
も
当
然
且
冨
日
烏
感
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
『
法
花
経
疏
』
は
悟
を
表
わ
し
深
く
先

三
後
一
の
意
を
領
す
と
し
て
い
る
か
ら
、
且
三
目
巨
胃
一
は
単
に
信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
一
仏
乗
の
意
を
領
解
し
た
上
に
あ

る
も
の
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
の
信
解
は
、
仏
の
教
え
、
正
し
い
も
の
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ

（
配
）

と
に
意
義
が
存
す
る
。
如
来
観
二
知
一
切
諸
法
一
至
二
一
切
智
地
一
。
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
も
そ
こ
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

法
師
品
の
已
今
当
の
三
説
に
関
し
て
『
法
花
経
疏
』
は

已
説
今
説
。
上
章
以
レ
人
明
レ
法
。
自
下
以
レ
法
明
レ
人
也
。
以
二
法
難
Ｐ
得
。
受
持
人
難
し
得
。
受
持
人
難
し
得
者
。
亦
以
三
法
難
二
信
解
一
故

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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な
い
で
あ
ろ
う
。

と
の
べ
て
い
る
か
ら
、
妙
法
華
経
の
難
信
難
解
に
あ
た
る
も
の
は
、
世
間
が
喜
ば
ず
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
凹
み
国
＆
置
脚

を
訳
出
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
て
象
る
と
『
法
花
経
疏
』
の
法
難
信
解
の
信
解
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
、
且
営
日
烏
建
で
は

と
な
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
法
華
経
を
受
持
す
る
人
が
誰
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
受
持
す
る
人
が
得
難
い
の
は
法
を

信
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
だ
と
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
信
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
妙
法
華
経
が

已
説
今
説
当
説
。
而
於
二
其
中
一
。
此
法
華
経
最
為
二
難
し
信
難
Ｐ
解
。
…
…
従
し
昔
已
来
未
一
曹
顕
説
一
・
而
此
経
者
。
如
来
現
在
猶
多
二
怨

と
し
て
い
る
か
ら
、
難
信
難
解
に
か
か
わ
る
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
梵
文
法
華
経
は

ず
画
屋
い
ぐ
◎
匡
目
四
畳
”
国
冨
凰
唖
旦
望
画
閉
劃
画
Ｑ
医
四
目
巨
画
口
画
『
喝
画
斡
卿
ワ
匿
瀞
一
団
ず
ぽ
倒
渦
員
昌
ウ
屋
瀞
一
望
⑦
。
画
一
８
吋
ぐ
の
潤
召
ｏ
色
５
３
日

国
ロ
凰
潤
ご
画
働
一
画
・
冨
吋
昌
画
冨
昌
昌
営
閏
口
脚
冒
日
①
ぐ
四
号
脚
働
息
忌
昌
ご
砦
の
胃
鼠
‐
旨
丙
画
‐
ぐ
ぢ
国
辱
目
涛
呂
の
胃
箇
‐
ざ
恩
酔
い
‐

口
。
“
Ｑ
毒
四
口
ご
画
昏
一
…
…
薗
舜
辱
凶
ぬ
い
厨
’
ず
四
旨
ｌ
の
脚
昌
吋
“
丙
、
弄
閏
昌
騨
己
吋
画
感
ず
宮
口
目
凹
１
℃
巨
旬
ぐ
閏
冒
回
口
幽
○
四
詩
趣
９
１
℃
司
刷
ぐ
ぃ
目
】
四
口
幽
丙
昏
昌
幽
冨
ｇ

ａ
）

匙
四
目
の
ｇ
習
届
昌
一
冨
冒
当
自
画
も
国
庁
房
苔
８
》
旨
日
切
彦
鳥
“
ご
胃
幽
茜
号
胃
目
呂
閏
闘
冒
の
房
替
“
８
．
凰
薗
普
獄
騨
四
昌
画

（
薬
王
よ
、
私
に
よ
っ
て
実
に
沢
山
の
法
門
が
語
ら
れ
、
語
り
、
語
る
で
あ
ろ
う
。
薬
王
よ
、
こ
れ
ら
一
切
の
法
門
の
中
で
、
こ
の
法

門
は
一
切
の
喜
ば
な
い
と
こ
ろ
で
、
一
切
の
世
間
の
信
じ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
…
…
こ
の
立
場
は
如
来
の
力
で
守
護
さ
れ
、
以
前
か

ら
壊
さ
れ
ず
、
以
前
か
ら
顕
わ
れ
ず
、
示
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
。
薬
王
よ
こ
の
法
門
は
如
来
の
お
る
時
で
も
沢
山
な
人
々
に
拒
否
さ
れ

て
い
た
）

（
鋤
）

嫉
一
。

（
鱒
）

也
。

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）
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於
一
波
高
原
穿
鑿
一
求
し
之
。
一
乗
皿

と
し
て
、
難
信
を
語
っ
て
い
る
が
、（翻

）

是
経
難
し
得
し
聞
信
受
者
亦
難

（
劃
）

Ｑ
日
置
ｇ
ｏ
ぐ
凰
野
圏
。
ご
協
冒
鼠
冨
昌
陦
画
凰
・
日
厨
昏
倒

（
実
に
そ
れ
を
聞
く
こ
と
は
難
く
、
信
解
す
る
こ
と
も
難
い
）

と
、
偶
の
冒
頭
で
語
り
、
高
原
に
水
を
求
め
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
法
華
経
と
『
法
花
経
疏
』
と
の
表
現
は
同
一
の
箇
所
に
つ
い

て
同
様
の
意
を
伝
え
、
し
か
も
難
信
と
い
わ
れ
た
信
は
信
解
且
三
目
烏
感
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
法
花
経
疏
』
が
信
解
と
な
し
た
と
こ
ろ
は
い
３
回
目
”
で
、
信
と
な
し
た
と
こ
ろ
は
且
冨
目
鼻
行
ぞ
あ
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

は

（
弱
）

夫
人
情
味
理
。
不
し
能
し
不
下
以
二
神
奇
一
致
や
信
。
欲
二
因
し
效
顕
証
一
。
故
現
二
宝
塔
一
。

だ
と
し
て
い
る
が
、
梵
文
法
華
経
は
、
多
宝
塔
が
涌
出
し
た
時
、
四
衆
等
が
体
得
し
た
心
の
状
態
に
つ
い
て

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

と
、
多
宝
塔
の
出
現
に
よ
り
信
が
深
く
な
り
、
遠
く
は
極
果
を
、
微
に
は
常
住
を
示
す
の
だ
と
し
、
更
に
多
宝
塔
が
空
中
に
住
在
す
る
の

又
、
『
法
花
経
疏
』
は

見
宝
塔
品
に
関
し
て
、
多
宝
塔
の
出
現
の
理
由
を
の
べ
て
『
法
花
経
疏
』
は

所
二
以
現
伊
塔
者
証
下
説
二
法
華
一
。
理
必
明
当
上
。
一
以
レ
塔
証
。
二
以
レ
所
二
出
声
一
証
。
物
因
二
二
事
一
・
信
弥
深
至
。
亦
遠
表
二
極
果
一
。
微

翁
）

現
二
常
住
一
也
。

翁
）

一
乗
比
二
三
乗
一
・
為
二
難
信
一
。
於
二
法
花
一
求
レ
解
。
如
レ
求
レ
水
し
於
二
高
原
一
。
受
持
読
調
。
為
二
穿
鑿
一
也
。

一
が
、
妙
法
華
経
と
梵
文
法
華
経
は
そ
れ
ぞ
れ

（”）



（
㈹
）

今
釈
迦
是
真
。
真
仏
所
説
。
説
二
必
明
一
当
二
。
於
レ
是
群
情
信
悟
一
弥
篤
。

と
し
て
、
塔
中
証
明
の
声
に
よ
り
釈
尊
は
真
仏
で
、
そ
の
所
説
も
真
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
信
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
、
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
意
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
梵
文
法
華
経
と
対
比
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
こ

で
の
信
は
真
そ
の
も
の
、
真
の
仏
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
仏
・
真
理
等
の
絶
対
な
も
の
を
信
ず
る
と
い
う
時
の
信

は
威
国
呂
冨
を
語
る
時
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
且
冨
目
烏
醸
の
時
に
も
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
で
即
断
は
出
来
な
い
。

と
し
、
更
に 竺

道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
訂
）

閻
昌
蔵
厨
占
胃
過
〕
胃
昌
も
風
目
且
厨
‐
冒
画
出
目
‐
胃
ｇ
函
昏

（
歓
喜
を
生
じ
、
喜
び
と
喜
悦
と
浄
信
を
得
た
）

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
法
花
経
疏
』
が
以
神
奇
致
信
ぜ
ざ
る
能
ず
と
し
た
信
は
、
喜
び
喜
悦
し
浄
信
を
得
た
に
か
か
わ
る
も
の
と
思

罰
）

わ
れ
る
。
尚
、
妙
法
華
経
は
こ
の
梵
文
法
華
経
に
対
し
て
「
皆
得
法
喜
怪
未
曽
有
。
従
座
而
起
恭
敬
合
掌
」
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か

ら
、
果
し
て
『
法
花
経
疏
』
が
己
３
ｍ
目
画
を
と
ら
え
て
注
釈
し
た
の
か
ど
う
か
は
明
白
で
は
な
い
。
更
に
、
多
宝
塔
が
衆
宝
で
荘
厳
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

遠
表
一
種
果
。
無
善
而
不
ロ

無
善
而
不
Ｐ

分
別
功
徳
品
に
つ
い
て
の
疏
の
中
で
は
、
そ
の
冒
頭
に

夫
因
果
相
召
。
信
若
影
響
。
上
既
聞
二
寿
命
之
説
一
。
則
尽
レ
心
求
レ
益
。
籍
妓
尅
果
。
其
報
弥
突
ｏ
今
弁
二
其
参
差
一
。
故
謂
二
分
別
功
徳

有
。
於
レ
是
董
。
従
し
事
雲
。
琴
難
し
不
し
信
。
其
可
レ
得
琵

5
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と
あ
る
。
す
な
わ
ち
因
果
相
召
と
し
て
久
遠
実
成
の
説
示
を
聞
い
た
以
上
は
尽
心
求
益
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信

は
久
遠
実
成
の
説
示
が
な
さ
れ
た
以
上
は
、
そ
の
説
示
を
信
じ
ひ
た
す
ら
な
道
を
歩
み
果
を
求
め
る
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
信
は
恥
国
邑
冨
が
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『
法
花
経
疏
』
は
、
今
既
に
説
寿
を
聞
く
は
、
こ
れ
深
般
若
に
服
す
が
故
に
、
那
由
他
劫
に
五
波
羅
蜜
を
行
ぜ
る
功
徳
は
一
も
及
ば
ざ

る
所
な
り
、
と
な
し
て
、
如
来
寿
量
品
を
聞
き
得
た
こ
と
は
深
般
若
の
位
で
あ
る
こ
と
で
最
高
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
箇
所
は
法
華
経
の
一
念
信
解
の
功
徳
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
如
来
寿
量
を
聞
き
深
般
若
に
服
す
に
は
、
そ
の
前

（
蛇
）

提
と
し
て
信
と
信
解
野
四
目
画
倒
と
且
冨
国
鳥
感
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
信
・
信
解
の
両
者
に

（
縄
）

相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
区
別
す
る
こ
と
が
む
づ
か
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
忍
謂
勝
解
。
此
即
信
因
」
と
『
成

唯
識
論
』
に
は
あ
る
、
信
は
盲
信
に
お
ち
入
り
や
す
い
た
め
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

如
来
神
力
品
の
註
釈
の
冒
頭
に
お
い
て
『
法
花
経
疏
』
は

明
二
因
果
一
既
寛
・
斯
則
理
円
事
畢
。
道
言
徳
行
。
備
宣
口
下
。
然
夜
光
多
迂
。
玄
唱
逆
耳
。
至
二
於
濁
末
一
取
レ
信
。
難
し
将
レ
付
二
嘱
法

（
“
）

花
一
・
故
先
現
二
諭
神
力
一
・
令
忌
衆
喜
悦
一
。
発
二
其
奇
想
一
。
遠
使
下
二
十
方
一
称
中
南
無
帰
命
上
。
於
レ
後
致
し
信
。
無
間
然
突
。

と
の
べ
て
い
る
。
法
華
経
が
説
か
れ
る
べ
き
理
由
は
明
白
で
は
あ
る
が
、
夜
光
多
迂
、
玄
唱
逆
耳
で
あ
り
、
更
に
濁
末
の
世
で
あ
る
た
め

に
信
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
時
、
そ
の
信
は
正
法
に
対
す
る
ひ
た
す
ら
な
心
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
野
呂
号
画
が
示
す

信
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
仏
の
神
力
『
呂
冨
を
見
て
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
と
称
え
て
致
信
す
る
と
い
う
時
、
そ
の
時
の
信
も
ま
た
仏

の
偉
大
さ
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
降
煙
＆
昏
倒
が
示
す
信
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

（
似
）

品
一
也
。

（57）



経
一

へへへへへへへへへへへへへ

2221201918 1716151413121110
画一一－し一一一当四一画章

へへへへへへへへへ

9 8 7 6 5 4 32 1
ｰｰｰｰ嘗曹一一一

留
号
・
と
略
す
）
ざ

の
脚
・
野
。
、
つ

大
正
九
・

卍
続
。
、 、

大
正
九
・
一
一
中
、
、
且
宮
殿
１
３

卍
続
・
四
○
二
左
上

大
正
九
・
七
下
、
藤
色

卍
続
・
四
○
○
左
下

の
“
Ｑ
毎

の
画
・
ロ
。
凸
幽

卍
続
・
四
○
○
左
上

大
正
九
・
七
中

大
正
九
・
六
上
、
醗
皇

卍
続
・
四
○
○
右
下

の
“
邑
底

大
正
九
・
六
下
、
六
九
中
、
齪
号
．
亀

静
号
日
日
画
冒
且
目
鼻
、
．
８
群
２
９
頁
目
．
四
．
嵐
①
昌
画
目
色
頁
目
．
国
宮
口
鼠
色
ｚ
餌
且
ざ
．
里
ｇ
ｏ
号
の
８
国
屋
呂
冨
８
．
渓
．
（
以
下

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

卍
続
・
三
九
八

大
正
九
・
五
中
下

卍
続
・
三
九
九

同
・
同
左

・
三
九
九左

大
正
九
・
三
下

卍
続
・
三
九
八
左
下

大
正
九
・
一

卍
続
・
三

同
・
同 。一

一
五
上
、
留
巳
】
．

・
四
○
三
右
下

左
上

下

・
三
九
七
右
下

下

．
心
唾

。
“
』

召

（58）
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ｕ
ご
毒
誌
珂
餌
・
色
色
Ｑ
彦
幽
ご
凹
計
働
く

（
鐙
）
大
正
三
十
一
・
二
九
中

同
。
四
一
○
左
上

妙
法
華
経
に
は
「
聞
仏
寿
命
。
長
遠
如
是
。
乃
至
能
生
。
一
念
噴
埼
所
得
功
徳
。
無
有
限
量
」
（
大
正
九
・
四
四
下
）
と
の
べ
、
正
法
華
経
は

「
其
有
聞
説
如
来
寿
経
者
。
入
中
受
持
今
別
暁
了
。
其
得
福
徳
不
可
称
限
。
」
（
大
正
九
・
一
ニ
ハ
下
）
と
の
べ
、
梵
文
法
華
経
に
は
「
画
の
ョ
冒
切

苗
吾
撒
画
忌
望
馬
，
胃
口
日
９
画
Ｉ
昌
己
胤
四
ム
ゴ
肖
目
ｇ
胃
鼠
篇
己
吋
島
脅
画
目
回
国
の
閻
雰
ぐ
四
一
吋
⑦
百
・
胃
鳶
冨
昌
冨
口
望
且
三
目
屋
再
一
吋
巨
９
画
農
冨

ず
三
野
“
目
昌
彦
習
い
薗
乱
肩
圃
丙
ご
胃
篇
丙
昌
呂
具
働
乱
床
巳
且
巨
匡
冨
３
乱
冒
菖
囚
冒
目
色
３
§
昌
箇
こ
命
且
冒
忠
巴
と
あ
る
。

同 同同卍m

続島
●

拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
一
三
四
’
二
三
一
参
証

卍
続
・
四
○
五
左
上

同
・
四
○
八
左
上

大
正
九
・
三
一
中

卍
続
・
四
○
八
右
下

大
正
九
・
三
二
上

の
騨
旦
汀
。
噛
函
＠

の
四
・
茸
。
画
函
、

卍
続
・
四

同
・
同

印
画
・
毒
。
画
一
②

・
四

大
正
九
・
三
二
下

卍
続
・
四
○
八
左
上

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
け
る
信
（
望
月
）

同卍
続

ｇｏ
四
○
三
左
上

。
四
○
四
右
下

，
四
○
五
左
上

○
八
右
下

●

同

（”）



（
“
）
卍
続
・
四
二
左
上

竺
道
生
・
妙
法
蓮
花
経
疏
に
お
げ
る
信
（
望
月
）

！ ９
１
。
《
■

６
当
６
，

０

げ

、

（印）


